





























　映画史的に見ると、スワッシュバックラー映画のブームは 1920 年代と、1930 年代半ば
から 40 年代初頭の二度あり、前者を牽引したスターがダグラス・フェアバンクス Douglas 
Fairbanks であり、後者を牽引したのがエロール・フリン Errol Flynn である。
　前者のブームの時の D・フェアバンクス主演の代表的なスワッシュバックラー映画を挙
げれば、次の通りである。
　『奇傑ゾロ』The Mark of Zorro（フレッド・ニブロ Fred Niblo、1920 年）
　『三銃士』The Three Musketeers（F・ニブロ、1921 年）
　『ロビン・フッド』Robin Hood（アラン・ドワン Allan Dwan、1922 年）
　『バグダッドの盗賊』The Thief of Bagdad（ラオール・ウォルシュ Roul Walsh、1924 年）
　『ドン Q』Don Q. Son of Zorro（ドナルド・クリスプ Donald Crisp、1925 年）
　『ダグラスの海賊』The Black Pirate（アルバート・パーカー Albert Parker、1926 年）




画『スカラムーシュ』Scaramouche（レックス・イングラム Rex Ingram、1923 年）と『シー・
ホーク』The Sea Hawk（フランク・ロイド Frank Lloyd、1924 年）、及び『ドン・ファン』Don 




















『海賊ブラッド』Captain Blood（マイケル・カーティス Michael Curtiz、1935 年、R・サバ
ティーニ原作）
『放浪の王子』The Prince and the Pauper（ウィリアム・キーリー William Keighley、1937 年）
『ロビン・フッドの冒険』The Adventures of Robin Hood（M・カーティス＆ W・キーリー、
1938 年）










『宝島』Treasure Island（ヴィクター・フレミング Victor Fleming、1934 年）と『巌窟王』The 
Count of Monte Cristo（ローランド・V・リー Rowland V. Lee､ 1934 年）8、そして『快傑ゾ
ロ』The Mark of Zorro（ルーベン・マムーリアン Rouben Mamoulian、1940 年、タイロン・































































































には、「忠節なる英国の民よ／王位簒奪者を倒せ！／武器を取れ [Royal Sons of England/ 
Down with the Usurper!/ Go Arms]」（強調は原文）の文字が躍る。なお原作 (SABATINI 










































































































































うとしているところを二階の窓から入って来て助ける（DVD ch. 6, 0 : 40.04-, VHS 0 : 41. 31-）。
ここでも極め付けは『ロビン・フッドの冒険』であり、ロビンが縛り首の危機の際に仲間を
























































































































 2 「日本漫画映画の全貌」展（2004 年 7 月 15 日～ 8 月 31 日、於東京都現代美術館、企画：アニドウ）及
びその図録が、そうした見方を典型的に示していると言って良いだろう。 
 3 個人的には、swashbuckler の語形成を swash+buckle+er とし、「剣で盾の鋲に音を立てさせる者」の意
を字義通りの意味と解する方がより合理的ではないかとも考えられるのだが、勿論 OED に従う。なお、
「空威張りする」の意の動詞 “swashbuckle”（例えば、『リーダーズ英和辞典』第 2 版、研究社、2009 年は
見出し語として採用している）は、OED は見出し語には採用しておらず、swashbuckler からの逆形成と
考えられ、この点も OED の説明の根拠の一つなのであろう。
 4 1924 年版の Captain Blood（ディヴィッド・スミス David Smith、後述の 1935 年版の『海賊ブラッド』と
原作及び原題が同じ）については、アクセスすることが出来なかった。Internet Movie Data–base の “User 
Reviews” の中に、以前 Vineyard から短縮版（オリジナル 110 分中の 30 分強）の VHS が販売されてい
たとのニックネームでの書き込みがなされているが（http://www.imdb.com/title/tt0014759/?ref_=fn_tt_
tt_6、2013 年 11 月 27 日アクセス）、確認出来なかった。なお、通常は怪奇映画の文脈で考えられるこ
との多いと思われる『笑う人』The Man Who Laughs（パウル・レニ Paul Leni、1928 年）も、特に終盤は
スワッシュバックラー的な要素が多く見られる作品であることも指摘しておく。







 6 当初は 1924 年の『シー・ホーク』のリメイクとして企画されたが、製作過程でストーリーがサバティーニ
の原作とは全く異なるものとなり、タイトルのみが残された。Cf. THOMAS et al. 1969 → 1990 :92–3.





に大きく影響したことについては、THOMAS et al. 1969 → 1990:31 及び 『海賊ブラッド』DVD 所収の
特典映像「海賊ブラッド：活劇ヒーローの誕生」(“Captain Blood. A Swashbucler is Born,” 2005) 中のルデ
ィー・ベルマー Rudy Behlmer の発言を参照。
 9 例えば、ウェス・D・ゲーリングはアメリカ映画のジャンルに関するその編著 (GEHRING (ed.) 1988)
において、冒険映画 (Adventure Film) には一章を割いているが、スワッシュバックラー映画の章は設け
ていない。そして、その冒険映画の章（トマス・ソブチャック Thomas Sobchack 執筆）の “SELECTED 
FILMOGRAPHY” には、『バグダッドの盗賊』（1924）、『海賊ブラッド』（1935）、『ロビン・フッドの冒
険』（1938）が含まれている。
 10 1990 年代以降のハリウッドの、スワッシュバックラー映画と呼ぶことも出来るかも知れない作品群
は、しかし後に述べるようなスワッシュバックラー映画に典型的な物語構造や演出上の要素を極めて
不充分にしか継承せず、このジャンル、あるいは冒険映画のサブジャンルのポテンシャルを生かすこ
とが出来ずに視覚効果に頼っている。例えば『仮面の男』The Man in the Iron Mask（ランドール・ウォ
レス Randall Wallace、1998 年）では、ルイ 14 世の圧政を終わらせるためとは言え、主人公達が王位簒









ィア』The Rocketeer（ジョー・ジョンストン Joe Johnston、1991 年）、「スターウォーズ (Star Wars)」三部
作（ジョージ・ルーカス George Lucas ／アーヴィン・カーシュナー Irvin Kershner ／リチャード・マー












1987 → 1997 に、第一次スワッシュバックラー映画ブームの作品中で唯一選ばれているものでもある。
 15 『ロビン・フッドの冒険』が第二次スワッシュバックラーブームの中でも最高傑作と言い得る理由を幾つ
か挙げておく。この映画は､ 当時としては破格でそれまでのワーナー・ブラザーズ史上最高の 160 万ド
ルという予算枠を与えられ、最終的な予算は 200 万ドルに及び（THOMAS et al. 1969 → 1990:60）、ま
た当時としては珍しい三色テクニカラーで制作された超大作である。映画は大ヒットし、批評家の評価
も最高であった。また、タック和尚を演じたユージーン・ポーレット Eugene Pallette が、前出の『快傑
ゾロ』（1940 年）ではゾロを助ける神父役で起用されるなど、後の作品にも大きな影響を与えている。
 16 対立していた民族間の和解という設定は、加藤幹郎の指摘通りに（加藤 1996a）スワッシュバックラー映







 17 ただし、“swashbuckler” という言葉が第 1 次と第 2 次のスワッシュバックラー映画ブームの際に映画の
ラベルとして機能していたかについては詳らかにしない。とはいえ、『海賊ブラッド』（1935 年）のア
メリカ版の劇場予告編（DVD に収録）の中で、主人公ブラッドを指して “Swashbuckling LEADER of a 
Desperate Horde”（「命知らずの略奪者一味の swashbukling なリーダー」）という字幕が出て来ることは注
目に値する。




ch.14, 1:16.40-, VHS 1: 20. 39-）。
 20 例えば、『ロビン・フッドの冒険』において、ロビン一味がシャーウッドの森の中で獅子心王リチャード
と出会い、跪いて忠誠を示すシーンがある (DVD ch. 24, 1: 32. 36-）。『スター・ウォーズ エピソードⅠ／
ファントム・メナス』ではこのシーンが変形され、女王アミダラが森に逃げ込んでいたグンガン人達を














 23 三度の反復は、古典的ハリウッド映画において重要な技法ないし不文律であった。Cf. BORDWELL et 
al. 1985: 31. ボードウェルは、ユージーン・ヴェイル（Eugene Vale）によるシナリオ執筆法についての本
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The Castle of Cagliostro (1979) as a Swashbuckler: 
Influences of Classical Hollywood Movies on MIYAZAKI Hayao
KIMURA Tatsuya
The Castle of Cagliostro (1979) is the first feature film (long film) by MIYAZAKI Hayao, 
the most famous Japanese animé director. In this article I will show that this animation film is a 
typical swashbuckler very much influenced by classical Hollywood ones. For that purpose, I first 
argue what classical Hollywood swashbucklers are, and briefly explain the history of this genre (or 
subgenre of adventure movies). Second I clarify typical traits of narratives and ways of directing of 
classical Hollywood swashbucklers. Then I show not only that The Castle of Cagliostro is a typical 
swashbuckler but also that it is one of the best swashbucklers in the film history, and I suggest that 
influences of classical Hollywood movies should be more taken into account in thinking about and 
analyzing MIYAZAKI’s films.
